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第 18 回 オリーブ千葉世話人会

 
2016 年 1 月 31 日(日)14 時～17 時 

於 JR 総武線市川駅南口、タワービル 3 階、市川市 I-Link ルーム 

議 事 録 

A) オリーブ千葉の活動報告： 

A-1) オリーブ千葉チラシ配布 （1 月 17 日（日）12 時 00 分～13 時 00 分： 於 JR 柏駅東口） 

受け取りが少ない。 M さんが大活躍。 J 案に従って改善する必要がある。 

とりあえず、M さんの助言で横断幕を作る。 

A-2) 第 12 回オリーブ千葉読書会：宇沢弘文・内橋克人著 『始まっている未来』（岩波書店）  

（1 月 17 日（日）14 時～17 時、 於 船橋歌うんだ村） 

・新しく T さんが参加。新しい進め方は成功した。 

・アメリカから、無駄使いを要求された 630 兆円の具体的な使途について、F さんが調査を進めてい

るとのこと。 

A-3) 総がかり行動実行委員会主催 “憲法の命日”集会（1 月 19 日（土）18 時～20 時： 於 永田町周辺） 

3 名で参加。 議員会館の歩道を埋め尽くした。 参加者は 5,800 人。 労組の旗が目立った。 具体

的な活動を続けることが大切。 暖かくなったら多数参加を。 

A-4) 会員数などの現状報告、ホームページ（平均訪問者数：17 人／日）の訪問者数、フェイスブックの更

なる充実の方法 

フェイスブックの更新作業を引き続き進める。 

B) オリーブ千葉の今後の予定・計画： 

B-1) ・第 13 回オリーブ千葉読書会： 藻谷浩介・他著 『里山資本主義』（角川 one テーマ 21） 

（2 月 14 日（日）14 時～17 時： 於 船橋歌うんだ村：会場予約済み） 

・第 14 回オリーブ千葉読書会： 瀬木比呂志著 『絶望の裁判』（講談社現代新書） 

（3 月 13 日（日）14 時～17 時： 於 船橋歌うんだ村） 

B-2) ボランティア活動 

・オリーブ千葉チラシ配布 （2 月 14 日（日）12 時 00 分～13 時 00 分： 於 JR 津田沼駅南口） 

・横断幕の作製について 

S さんのデザインにしたがって、「戦争法、原発、辺野古移転、ＴＰＰ、秘密保護法」をテーマにした横

断幕を作成する。 署名活動にも活用。 

・2 月 18 日の豊島公会堂での講演会 

翁長知事は欠席とのこと。 小沢一郎さんの出欠は未定。 

・総がかり行動実行委員会主催 “憲法の命日” 集会（2 月 19 日（金）18 時～20 時： 於 永田町周辺） 

B-3) 他団体・個人との新規の連携の模索 

オリーブ千葉の力量のあり、状況の推移も不透明なので、当面は日常活動に力を注ぐ。 

B-4) 今後の活動 
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・生活の党よりのポスター掲示の協力依頼について （小沢一郎公式サイト、2016 年 1 月 19 日） 

100 枚。ドライブを兼ねて、ポスター貼り活動を企画。 弁当、アルコール付き？ 

・野党統一候補の擁立を目指す団体との協力のありかたについて 

 例えば、市民団体「ミナちば（市民選対勝手連」＠ちば」などとの連携について 

・参議院選挙への協力に向けて （誰をどのように応援するか） 

・世話人の増員について 

C） 世話人、我が人生を語る： 第 10 回：TA さん 

横浜の本牧生まれ。 家のすぐ上に米軍キャンプがあり、米兵が勝手に家の庭に入ってきた。 沖縄

の人たちの気持ちが分かる。 ベトナム戦争中は、軍人の目つきに悲壮感があふれていた。 

大学は入りやすかったが進級が難しく、とても学生運動どころではなかった。 

社会人になってからは主に営業職の道を歩んだ。 47 歳で肩たたきにあい、派遣の道に入った。 勤

めた会社は 12 以上、履歴書１枚では書き切れない。 その間、いわゆる「大人になれよ！」という現

実や社会の矛盾をいやというほど味わった。 

小沢さんを知ったのは、クロスオーナーシップ問題での発言から。 政治と金の小沢さんとは全然違う

と思った。 

「小沢主義」は最大の愛読書。 今後も小沢さんの思想が実現できるよう、地域で活動していきたい。 

D） 第 18 回オリーブ千葉世話人会の予定： 

世話人会は基本的には臼井で実施。 第 5 日曜日には市川で実施につとめる。 

・2 月 28 日（日）14 時～17 時： 於 京成線臼井駅南口イオン 3 階会議室 （会場予約済） 

・世話人、我が人生を語る： 第 11 回： TS さん 

第 19 回オリーブ千葉世話人会の予定： 

・3 月 27 日（日）15 時～18 時： 於 京成線臼井駅南口イオン 3 階会議室  

・世話人、我が人生を語る： 未定 


